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全 学 値 上 げ 阻 止 共 闘
教養ストライキ実行委員会
殿
富山大学評議会
11月11日付け評議会宛質問状に対して、協議の
結果下記のとおり回答する。
1. 評議会としては、賛否を表明する立場にない。
2. 文部省から行政指導が出されているということ
については、評議会は知らない。
3. その事実はない。
4及び5. さきに11月１日付けで回答したとおり、
諸君の要求は、本学独自の立場で処置できる問題
ではないので、団交に応ずる意思はない。
（以上出拠：『学園ニュース』№11、昭和47年12月
25日）
大学改革は思ったほどすすまなかったが、紛争が
沈静化すると、『大学改革に関する答申書』にもら
れた理念とは別の次元で、工学部の移転、学部・学
科あるいは大学院研究科の拡大要求が高まってき
た。それらは大学紛争以前から話題にのぼっていた
ものである。
高岡市に所在した工学部の富山市五福キャンパス
への統合移転は昭和39（1964）年にすでに工学部教
授会で意志決定し、昭和41（1966）年の評議会で了
承されていた。昭和47（1972）年３月16日発行の
『学園ニュース』№６に当時の情況を工学部長室町
繁雄が次のように報告する。
工学部五福移転に関する経過の概略
工学部長　室町繁雄
工学部五福移転については昭和39年工学部教授
会で決定、続いて41年評議会決定と大学の方針と
なっているわけであります。
以来その促進については教職員、学生、卒業生、
父兄一致して努力して来たわけでありますが、や
っと昨年５月五福隣接の旧井田川堤ぞいに土地購
入が完了し目下整地中であります。
この土地購入に関しては、いろいろ配慮の上五
福整備拡充のためとなっていますが、購入の段階
で工学部が移転しなければこの予算はないものと
考えてくれと云う駄目押しがあったことから工学
部移転のための土地購入であることは間違いない
ところであります。
１　工学部の統合移転
第３節　富山大学の充実、発展への動き
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総 説 編
今後に残された問題は高岡市の了解を得ること
で、これがなければ建物の予算化は望めない現況
です。したがって高岡市の譲歩した条件（工学部
の跡地にそれに代るべきものを設置するなら止む
を得ない）を満足するよう努力して円満に了解を
得ることであります。それにはいくつかの難問が
残されていますが、幸い教職員、学生、卒業生、
父兄の一致した念願であり、また教育上、研究上
同一キャンパスにあることの必要性については
（例えば教養課程での専門科目の授業、大型研究施
設の共同利用、学生の体育・厚生施設の利用など）
異論の入る余地がないものと信じますので必ずや
地元高岡市の了解が得られるものと考えておりま
す。この点多くの有力者の賛同協力が得られてい
ますので一日も早く実現したいものと考えていま
す。
報道によれば高岡市の工学部の跡地に県立工業
試験場を移し、伝統ある高岡市の美術工芸を育成
するため工業デザイン科をとりあえず大谷短大の
分室として工業試験場内に設置し、将来独立させ
る案があるようですが、最も実現性のある案であ
り、工業デザイン部門の開設は高岡市の要望であ
るとも聞いているのでこの辺で了解が得られれば
幸いと存じます。
（出拠：『学園ニュース』№6、昭和47年３月16日）
工学部の移転問題はその後、紆余曲折しながら最
終的な実現は昭和59（1984）年９月の第一期移転、
昭和60（1985）年９月の第二期移転まで待たねばな
らなかった。詳細については部局編「工学部」を参
照されたい。
昭和47（1972）年６月16日開催の富山大学評議会
において後藤学長から本学に医学部を設置すること
について富山県知事より文書（６月1日付）をもっ
て要望があった旨の説明があった。なお、富山県は
６月22日に「富山大学医学部誘致期成同盟会」（顧
問に学長就任）を結成するので、それにあわせて富
山大学内に「医学部に関する検討小委員会」を設け
ることの学長提案があり、評議会は了承した。以後、
２　富山医科薬科大学の創設
評議会では医学部設置とさきの工学部移転が継続的
に議論されることになる。
医学部設置問題は各学部でも議論されたが、教養
部教授会が設置場所の関係でやや慎重な態度をとっ
たが、他の文理学部、経済学部、薬学部、工学部教
授会には反対意見なく、昭和49年度の概算要求とし
堀高岡市長（手前左）に工学部の富山市移転を訴える
実行委の学生たち　高岡市役所（昭和40年６月21日）
（北日本新聞社提供）
移転を決めていた工学部には、文部省はプレハブの講義棟
しか建ててくれなかった（昭和53年）（北日本新聞社提供）
工学部の起工式でカマ入れする柳田学長
富山市五福（昭和58年３月）（北日本新聞社提供）
て文部省に提出する方針が固まった。しかし、文部
省との事前折衝の過程で、昭和48（1973）年６月に
「富山大学医学部」としてではなく、「富山医科大学
（のち富山医科薬科大学に変更）」としての要求に切
り換えることになった。それは富山県に国立医学教
育機関を早期に設立することを目指すためであった。
方針変更の直後、後藤学長に代わり、林勝次（教
育学部元教授）が新学長に就任し、その実現に努力
した。以下は『学園ニュース』№15（昭和49年11月
27日発行）に掲載された林学長の富山医科薬科大学
創設に至る説明である。
国立富山医科薬科大学について
学長　林　勝次
富山県に国立医学教育機関が設置されることが
正式に決定したのは、昭和49年度創設準備費が国
会で予算化された48年度通常国会期末の昭和49年4
月であった。これは、無医県から脱却したいと念
願する富山県から提出された医科大学設置の要求
によるものであった。
昭和42年以来、富山県は、医学教育機関設置の
方針をたてて、積極的な活動を展開してきたが、
当時、富山大学では学内事情がきわめて困難なと
きであったので、これに関する具体的な運動につ
いてはほとんど県当局において行われていた。そ
の後、47年６月富山県から富山大学医学部設置の
要望もあり、本学としてはこれを正式に取り上げ
ることになり、評議会内に医学部設置検討小委員
会を設けて検討することとなった。しかしながら、
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これは工学部の五福移転計画と競合する結果にな
る点が憂慮されるむきもあり、10年来の懸案であ
った工学部移転が優先されるべきであるとの有力
な意見も学内にあったことは否定できない。
国立医学教育機関設定の早期実現を望む富山県
は、48年６月に至り、政府の医大新設方針におけ
る医科大学優先への転換に応じて、国立富山大学
医学部としての誘致から国立富山医科大学誘致へ
の方針に切り換え、その受け入れ態勢を固めたい
ので、この趣旨を了承のうえ引き続き誘致実現に
協力してほしいと大学へ要請してきた。
このような事情から富山大学としては、48年度
当初、後藤前学長の任期満了直後の評議会におい
て、昭和49年度医学部創設準備費の概算要求をし
ないことについて、特に異論もなく承認された。
それと同時に、前記の設置検討小委員会も解散さ
れ、概算要求書も作成段階半ばにして棄却された。
昭和48年12月末、昭和49年度国立医学教育機関
創設準備費が計上され、昭和49年３月、従来の慣
習に基づき文部省から富山大学が準備大学として
その創設準備に当たるように依頼された。私とし
ては、かねてより医薬共存は自然の姿であり、薬
学部の飛躍的発展を期するとともに、和漢薬研究
第Ⅰ部　総説編
和漢薬研究施設資源開発部パンフレット 薬学部新校舎（昭和39年ころ）
薬学部附属薬草園（1970年代）
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所も治療部門を備えるべきだという将来計画をか
ねてより持っており、薬学部をもつ国立14大学の
うち、富山大学を除く他の大学にはすべて医学部
が併置されている現状からも、医学部創設の希望
を捨て切れず、富山大学医学部としての設置に転
換することについて、再三にわたり文部省に要請
を続けてきた。この要請によって、本年６月下旬、
文部省において、薬学部等の将来を考慮するなら
ば、医学部構想のほかにも、医科薬科大学構想の
ごときが考えられるとの弾力的な意見の交換がな
された。又、富山県及び地元関係者としても地域
医療の視点から単科医科大学構想のほかに医科薬
科大学構想についても考慮するようになったもの
と思われる。
一方、本年度創設準備費のついた他の4大学は単
科医大としての創設準備を進めており、富山大学
だけが医学部として構想することは、極めて難し
い情況になってきていた。７月11日に、改めて文
部省から医科薬科大学構想についての示唆があり、
これを検討することにして、まず当事者である薬
学部及び和漢薬研究所の意向を打診した。
薬学部及び和漢薬研究所では、懇談会、教授会
を経て７月26日、医科薬科大学創設に参加する方
向で努力することの意思決定をした。これをうけ
て、評議会はその意向を承認したものである。評
議会としては、徹底的審議を尽したとはいえぬか
もしれないが、すでに昭和50年10月開学が予定さ
れている関係から、やむをえぬものがあるとして
承認されたものである。
薬学部と和漢薬研究所を富山大学から切り離す
ことは本学としては遺憾なことであるが、これは
薬学部、和漢薬研究所教授会の決定に基づくもの
であり、これによって将来の拡充発展が望まれる
ものであることを考えるとき、分離はやむをえざ
るものといわねばならない。
富山県における国立２大学が、全く無関係の大
学ではなく、富山大学とその分身としての医科薬
科大学として密接な連絡、提携を保ち、学問、研
究の協同の場を拡げていくばかりでなく、教職員
の交流等も将来の問題として考えるべきである。
さらに、富山大学における工学部の五福移転、
文理学部改組、経済学部の貿易学科新設、教育学
部、教養部の整備充実、大学院の設置等、大学の
当面する問題に取り組んでいかねばならない。
大学には種々の困難な問題が山積しているとき、
富山大学教職員学生のかたがたのご理解とご協力
をお願いするものである。
（出拠：『学園ニュース』№15、昭和49年11月27日）
富山医科薬科大学は翌昭和50（1975）年10月１日
に富山市杉谷に開学した。それに伴って富山大学の
薬学部および和漢薬研究所が同大学に移行した。詳
総 説 編
富山医薬大の創設準備委員会の初会合（昭和50年１月14日）
（北日本新聞社提供）
キャンパスの課題が山積する中、選ばれた林学長
（北日本新聞社提供）
開学した富山医薬大の第１回入学式（昭和51年４月14日）
（北日本新聞社提供）
細は部局編「薬学部」を参照されたい。
第一次ベビーブームの段階の世代の大学進学を目
前にして、文部省は種々の受け入れ対策を打ち出し
た。そのひとつに既存の文理学部を人文学部と理学
部の２学部に分離独立して、受験生の受け入れ緩和、
大学の充実をはかるという方針が示されていた。
富山大学は旧制富山高等学校を前身とする文理学
部をかかえており、それを教養部、人文学部、理学
部の３学部に分離改組することを当初構想した。し
かし３学部同時の改組は変更規模が大きすぎるとい
うことで、文部省は難色を示した。そこでとりあえ
３　人文学部および理学部の創設
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ず、教養部を新設することを優先し、それは比較的
早く昭和42（1967）年４月に実現した。残りは文理
学部としてとどまったが、当時の理工系の充実政策
によって、文理学部内の理学科の学生、教官数が飛
躍的に増員され、文学科とは大幅にバランスを欠く
ことになった。
大学紛争がほぼ沈静化した昭和52（1977）年に、
ようやく文理学部の２学部分離改組が認められる見
通しがつき、人文学部と理学部の創設準備のための
要項が評議会で了承された（昭和52年３月11日）。
昭和52年５月２日に人文学部（人文学科、語学文学
科）と理学部（数学科、物理学科、化学科、地球科
学科）が設立された。教養部設置より10年遅れ、富
山医科薬科大学の創設より１年遅れのスタートであ
った。
第Ⅰ部　総説編
和漢薬の研究をする薬学部の学生たち
薬学部は富山大の金看板だった（北日本新聞社提供）
人文学部と理学部に発展的に分離した当時の人文学部
（北日本新聞社提供）
